
＜R6.4.1改正＞
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最低制限価格以上の場合 最低制限価格を下回る場合

↓ ↓

落札 決定 失  格

（注）・上位５分の１及び下位５分の１の者に１未満の端数を生じた場合は、その端数

         を切り捨てる。

       ・有効な入札参加者が5者未満の場合は、最低制限価格を設定しない。

・予定価格を超える入札

↓

（２次判定）

  最低制限価格以上か？

※ 最低制限価格は、全入札参加者の入札価格から、入札価格の上位５分の１
　及び下位５分の１を除いた入札価格の平均値の９５％とする。
　　ただし、算出された最低制限価格が予定価格の８５％を下回る場合は、全入
　札参加者の入札価格から、入札価格の上位５分の１ 及び下位５分の１を除い
　た入札価格の平均値を最低制限価格とする。(注）

↓ ↓

     また、予定価格の10分の7.5から10分の9.2の範囲で設定する。

 ※ 低入札基準価格は、直接工事費の10分の9.7＋共通仮設費の10分の9＋

・予定価格の85％又は低入札基準価格のいずれか低い価格未満の入札

↓
↓

落札 決定

↓
低入札基準価格以上の場合 低入札基準価格を下回る場合

建設工事入札における変動型最低制限価格制度の事務の流れ

最低入札価格の提示者 （ 一番札 ）

↓ （１次判定）

低入札基準価格以上か？

≪ 無効となる入札を除く ≫

     現場管理費の10分の9＋一般管理費等の10分の6.8とする。


